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円形断面を有する S/C内には，接続部の補強を目的とした T フランジ型の強め輪（高さは約 60cm）が等

間隔で 16箇所設置されている。打込まれた止水材は必ず強め輪を乗り越えて流動し，充填されることとな

る。強め輪から落下と損傷孔の位置関係が止水性に影響する可能性が考えられる。本稿では，強め輪を乗

り越えた水中不分離性コンクリートの損傷孔止水への影響を中心に調査したものである。 

キーワード：福島第一原子力発電所事故，燃料デブリ，実規模 S/C模型水槽，止水，水中不分離性コンクリート， 

強め輪，損傷孔，粘性 

1. 試験概要 

試験水槽（図１W×L×H=300×1700×1500mm）は，高さ 500mmの位置に水平境界板（S/C底部を模擬）

を設置し、水平境界板に模擬損傷孔（φ50mm）をフランジ先端位置から、0mm、582mm、1164mmの 3 箇

所に設置し，強め輪からの損傷孔位置の違いが止水性に与える影響を比較評価できる構造となっている。 

試験はトレミー工法で水槽右端より止水材（水中不分離性コンクリート）を打込み，強め輪乗り越えに

伴う打込材の挙動，損傷孔位置と止水性・止水材の品質について調査した。 

2. 止水試験の結果 

試験結果として，実施した 5 ケースの損傷孔位置（強め輪からの流動距離）と損傷孔から漏出したコン

クリート比率（漏出したコンクリート量を投入したコンクリート量で除した値）の関係を図２に示す。各

プロット位置に示す数値は止水材の試験前に測定したスランプフローの値を示す。●は損傷孔が閉塞した

ケース，△印は損傷孔が閉塞しなかったケースを示す。この結果から，損傷孔は強め輪に近いと閉塞し難

く，また，スランプフロー値が小さい止水材ほど閉塞性が高い傾向が認められた。 

3. おわりに 

本試験から，①強め輪に損傷孔が近いと閉塞し難く，②止水材のスランプフロー値が小さいほうが漏出

量が少なく閉塞性の高い傾向，が確認された。この成果は，経済産業省／平成 27 年度 廃炉・汚染水対策

事業費補助金により得られたものである。 
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図１ 試験水槽の概要        図２ 損傷孔位置と漏出したコンクリート量 
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